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らその主要な構成細菌と同属の細菌株(Bordetella sp. EPa43株、Mycobacterium sp. EPa45株、










ナントレンで生育阻害を受けることが判明した。本現象を GI (Growth Inhibition)現象と命名
した。 
【Mycobacterium sp. EPa45の GIに対する非分解細菌株の効果】 
 MixEPa4 由来の４種非分解細菌株 (Dyella sp. EPa41 株、Bordetella sp. EPa43 株、
Pseudolabrys sp. Me6株、Burkholderia sp. Bcrs1W株)のいずれかと EPa45株を混合培養す
ることで、EPa45 株の GI 現象緩和を見出した。特に Bcrs1W 株が 105程度の高い緩和効果を




も、種や分離源の異なるモデル土壌細菌 B. multivorans ATCC 17616株や Keio collection親株
である大腸菌 BW25113株などが高い SGI効果を示した。 

















以上の結果から、EPa45 株は分解可能な多環芳香族化合物自体により GI を受けていると示唆
された。また、フェナントレンやナフタレン、ビフェニルによる GIは、当該化合物を分解可能
な M. vanbaalenii PYR-1株でも見出すことができ、さらに PYR-1株の示す GIも Bcrs1W株
や ATCC 17616株との共在により緩和された。その一方で、他の多環芳香族化合物分解細菌株
(Rhodococcus sp. RHA1、Burkholderia sp. HB-1株等)では、分解可能な多環芳香族化合物に対























































 (1) Phn 分解菌と非分解菌が共在した MixEPa4 では Phn 分解過程でも一定の菌叢が維持され
た。(2) MixEPa4由来の Phn完全分解 Mycobacterium sp. EPa45株は Phnで生育阻害を受けた。(3) 
MixEPa4 由来の Phn 非分解細菌株が EPa45 株の生育阻害を緩和する(Suppression of Growth 
Inhibition: SGI)効果を見出した。Burkholderia sp. Bcrs1W株が高い当該効果を示したが、本効果発







解菌 Mycobacterium 株でも分解可能な芳香族化合物による生育阻害と被 SGI 効果を見出した。
(5) EPa45株と ATCC 17616株の RNA-seq解析で、EPa45株では Phn分解酵素遺伝子群や鉄の取
り込み系・代謝遺伝子、ATCC 17616株では多剤排出系遺伝子群が Phn添加で転写増大した。一
方、両株共存時で Phn添加により特異的に転写増大した遺伝子として、EPa45株ではロダニーゼ
遺伝子、ATCC 17616株ではフタル酸分解遺伝子群を見出した。 
 本研究の成果は、論文提出者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識
を有することを示しており、小川なつみ氏提出の論文は，博士（生命科学）の博士論文とし
て合格と認める。 
 
